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町　章

町の花 「ひまわり」 町の木 「黒松」

体は太陽と情熱の
赤、髪の毛は九十九
里浜の大波を表し、
足の緑と黄色は黒
松とひまわりを表現
しています。
［平成7年制定］

「白子」の2文字を図
案化したものです。
全体の丸い感じは、
平和で円満なまち
づくりを表していま
す。
［昭和49年制定］

町民のアンケートで
選ばれました。明る
い太陽に向かって
常に笑顔を向ける、
町のイメージにピッ
タリです。
［平成2年制定］

千葉国体の開催に
ちなみ、県で「記念
緑化推進運動」が行
われたのを契機に
町民からの公募で
選ばれました。
［昭和45年制定］



白子町のあらまし
　白子町は東京都心から約70㎞。
　千葉県中央部太平洋岸に位置し、北は大網白里
市、南は長生村、西は茂原市に接し、東は太平洋
に面しています。
　東西5.7㎞、南北6.3㎞、面積27.46㎢の、正方
形に近い形です。
　冬でも比較的暖かく、年間を通じてすごしやす
い気候です。
　町の成り立ちは、明治22年（1889年）の町村制
施行により旧14村が合併して、関・南白亀・白
潟の３村が発足。その後、白潟村は町制を施行し、
昭和30年（1955年）２月11日、この１町２村
が合併、地域の郷社である白子神社の名にちなみ
『白子町』が誕生しました。
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白子町

ごあいさつ

力強く新たな一歩を

　60周年を迎えた白子町。町民の皆様とともにお祝いできますことを大変うれしく思います。
　豊かな自然に恵まれた白子町は、温暖な気候と平坦な地形を生かし、先人達の努力の積み重ね
によって産業、教育、福祉などそれぞれの分野で確実な町勢の進展をみることができたことは喜
ばしい限りであり、感謝の念に耐えません。
　特に、集約数日本一を誇る340面のテニスコート群では年間を通して多くの大会や合宿が行
われ、国民体育大会やインターハイのソフトテニス競技会場にもなり、全国のテニス、ソフトテ
ニスの愛好者に親しまれています。
　また、近年はサッカーやグラウンドゴルフなどの施設も整備され、幅広い年齢層の皆様にお楽
しみいただけるスポーツリゾートとしての広がりも見せています。
　農業も生産量県下第２位のトマトをはじめ、細ネギやサラダ菜、ガーベラなど多品目が温室栽
培されています。白子たまねぎも「おいしさ１番、健康にも良し」でブランドとなり、たまねぎ
狩りも多くの方に楽しまれています。
　教育の分野では、２学期制の導入や小中連携教育、土曜スクール、また校庭の芝生化など子ど
もたちが学びやすい制度や環境づくりに努め、着実な成果が出ています。
　反面、防災対策、人口減少など直面する課題も山積しています。
　防災対策は海岸への土塁構築や南白亀川の堤防嵩上げのハード面と町民１人ひとりの防災意識
の高揚等、ソフト面で安全度は増していますが、人口減少問題は施策の成果が出ず悩みは深刻で
す。より丁寧かつ長期的な視点で取り組み、有効な手段を模索していかなければと思います。
　社会は成長から成熟へと様変わりをしています。白子町も60年、人の世では60歳は還暦の人
生の成熟期です。
　60年の節目を契機に、単に都市の便利さに倣うだけのまちづくりではなく、白子町にたくさ
んある良い所、良いものをひとつでも多く探し出し「笑顔、創意、夢のあるまちしらこ」をみん
なでつくっていきたいと願うものです。
　白子町60周年の記念誌が町民の皆様に町の歴史を理解していただき、力強く未来へ踏み出す
一助となれば幸いです。

� 白子町長　　林　　和　雄
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議　長
齊 藤  豊 彦

副議長
板 倉  正 道

副町長
長 島  義 行

町　長
林　和 雄

教育長
牧 野  敬 一

未
来
へ
の
礎

未
来
へ
の
礎

あ未
来
へ
の
礎

未
来
へ
の
礎

す

未
来
へ
の
礎い

し
ず
え

産直「げんきの里 ひまわり」　H26年４月

東京駅行き高速バス運行開始　Ｈ21年6月

ゆめ半島千葉国体開催　Ｈ22年9月

白子中学校創立５０周年記念式典　Ｈ24年11月

小谷村との災害協定締結　Ｈ2４年7月

煌めく青春南関東総体開催　Ｈ26年7月

白子中学校屋内運動場　Ｈ23年2月

天皇皇后両陛下行幸啓　Ｈ22年9月
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白
子
町
　
60
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
30
年
2
月
白
潟
町
・
関
村
・
南
白
亀
村
が
合
併
し
現
在
の
白
子
町
が
誕
生

3
月
町
長
選
挙
・
細
谷
幸
一
氏
当
選

12
月
第
１
回
町
議
会
議
員
選
挙

昭
和
31
年
1
月
役
場
庁
舎
完
成

3
月
南
白
亀
川
旭
橋
竣
工

8
月
白
子
町
広
報
創
刊

昭
和
32
年
6
月
自
治
連
絡
区
32
区
設
定

昭
和
33
年
3
月
青
年
研
修
所
完
成

10
月
関
保
育
所
開
所

昭
和
34
年
2
月
南
白
亀
保
育
所
開
所

3
月
町
長
選
挙
、
酒
井
茂
氏
当
選

4
月
有
線
放
送
業
務
開
始

昭
和
35
年
5
月
チ
リ
ー
津
波
来
襲
、
被
害
甚
大

8
月
白
子
町
商
工
会
発
足

昭
和
36
年
8
月
町
営
ガ
ス
供
給
開
始

昭
和
37
年
9
月
白
子
中
学
校
創
立

昭
和
38
年
1
月
学
校
給
食
共
同
調
理
所
運
営
開
始

3
月
町
長
選
挙
、
酒
井
茂
氏
再
選

4
月
第
１
次
農
業
構
造
改
善
事
業
着
手

8
月
白
子
中
学
校
第
１
期
工
事
竣
工

9
月
両
総
土
地
改
良
区
南
白
亀
工
区
事
業
着
手

昭
和
39
年
2
月
町
営
住
宅
関
団
地
竣
工

5
月
友
納
知
事
、
農
業
構
造
改
善
事
業
視
察
の
た
め
来
町

9
月
白
子
中
学
校
第
２
期
工
事
竣
工

昭
和
40
年
2
月
町
営
住
宅
驚
団
地
竣
工

2
月
合
併
10
周
年
記
念
式
典

6
月
農
業
協
同
組
合
合
併
（
白
潟
、
関
、
南
白
亀
３
農
協
）

8
月
町
営
国
民
宿
舎
「
白
子
荘
」
運
営
開
始

8
月
「
白
子
町
史
」
編
纂
さ
れ
る

9
月
白
子
中
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
41
年
12
月
町
営
住
宅
牛
込
団
地
竣
工

昭
和
42
年
2
月
町
長
選
挙
、
酒
井
茂
氏
三
選

3
月
両
総
土
地
改
良
区
東
郷
関
工
区
事
業
着
手

3
月
白
潟
小
学
校
改
築

3
月
町
営
住
宅
中
里
団
地
竣
工

3
月
町
営
温
泉
セ
ン
タ
ー
運
営
開
始

10
月
両
総
土
地
改
良
区
松
潟
工
区
事
業
着
手

昭
和
43
年
3
月
南
白
亀
小
学
校
改
築

昭
和
44
年
2
月
町
営
住
宅
中
富
団
地
竣
工

3
月
関
小
学
校
改
築

3
月
南
白
亀
川
南
日
当
橋
竣
工

4
月
関
保
育
所
改
築

昭
和
45
年
1
月
県
営
住
宅
五
井
団
地
竣
工

4
月
農
業
振
興
地
域
整
備
法
指
定

4
月
第
２
次
農
業
構
造
改
善
事
業
着
手

昭
和
46
年
2
月
町
長
選
挙
、
今
関
勝
二
氏
当
選

2
月
県
営
住
宅
五
井
団
地
増
築

2
月
南
白
亀
小
学
校
体
育
館
完
成

9
月
台
風
25
号
、
26
号
に
と
も
な
う
集
中
豪
雨
で
被
害
甚
大

昭
和
47
年
3
月
関
小
学
校
体
育
館
完
成

4
月
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
署
北
分
遣
所
完
成
業
務
開
始

6
月
九
十
九
里
有
料
道
路
（
波
乗
り
道
路
）
開
通

11
月
電
話
自
動
化
切
り
替
え

昭
和
30
年
〜
昭
和
61
年白子神社お神輿復元

白子町誕生（暫定庁舎の旧関村役場）

ラクダの国開園

青のりの出荷作業

青少年センター完成

白子町中央公民館完成九十九里有料道路開通

白子町営ガス供給事業場

6
月
地
域
集
団
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
切
り
替
え

7
月
中
央
公
民
館
完
成

7
月
町
民
の
歌
「
白
子
音
頭
」、「
白
子
小
唄
」
発
表

12
月
町
営
住
宅
中
富
団
地
増
築

12
月
町
の
木
に
「
黒
松
」
を
制
定

昭
和
48
年
2
月
町
営
砂
風
呂
運
営
開
始

3
月
白
潟
小
学
校
増
改
築

3
月
学
校
給
食
共
同
調
理
場
改
築

4
月
農
道
舗
装
整
備
事
業
着
手

7
月
白
潟
保
育
所
改
築

昭
和
49
年
4
月
白
子
町
消
防
団
を
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
団
第
７
分
団
と
改
称

7
月
南
白
亀
川
虎
橋
竣
工

8
月
国
民
体
育
館
完
成

昭
和
50
年
3
月
町
長
選
挙
、
今
関
勝
二
氏
再
選

6
月
ラ
ク
ダ
の
国
開
園

10
月
防
災
訓
練
実
施

昭
和
51
年
5
月
南
白
亀
保
育
所
移
転
新
築

昭
和
52
年
3
月
白
潟
小
学
校
体
育
館
完
成

5
月
町
長
今
関
勝
二
氏
逝
去
、
町
葬
執
行

　
　
　
　

6
月
町
長
選
挙
、
市
川
俊
雄
氏
当
選

昭
和
53
年
2
月
南
白
亀
小
学
校
特
別
教
室
完
成

4
月
自
然
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
完
成

6
月
自
然
公
園
プ
ー
ル
完
成

7
月
関
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

9
月
白
子
町
基
本
構
想
、
基
本
計
画
策
定

昭
和
54
年
4
月
県
営
鉱
毒
対
策
事
業
着
手

昭
和
55
年
2
月
白
潟
小
学
校
特
別
教
室
完
成

3
月
有
線
放
送
業
務
廃
止

5
月
地
域
集
団
電
話
廃
止

7
月
上
水
道
事
業
給
水
開
始

7
月
南
白
亀
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

12
月
現
行
役
場
庁
舎
完
成

昭
和
56
年
5
月
町
長
選
挙
、
宗
島
理
夫
氏
当
選

7
月
白
潟
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

9
月
南
白
亀
川
観
音
堂
橋
竣
工

昭
和
57
年
3
月
白
子
中
学
校
柔
剣
道
場
完
成

3
月
自
然
公
園
中
央
広
場
完
成

11
月
白
子
中
学
校
創
立
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

11
月
関
小
学
校
特
別
教
室
完
成

12
月
町
民
憲
章
制
定

昭
和
58
年
2
月
老
人
保
健
事
業
開
始

3
月
南
白
亀
川
宮
後
橋
竣
工

4
月
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、
防
災
行
政
無
線
開
局

6
月
降
雹
に
よ
る
農
産
物
等
被
害
発
生
（
被
害
総
額
3
億
4
千
万
円
）

昭
和
59
年
10
月
退
職
者
医
療
制
度
運
営
開
始

昭
和
60
年
2
月
白
子
中
学
校
特
別
教
室
完
成

3
月
町
営
住
宅
古
所
団
地
竣
工

3
月
県
営
鉱
毒
対
策
事
業
竣
工

４
月
青
少
年
セ
ン
タ
ー
完
成

５
月
合
併
30
周
年
記
念
式
典

６
月
町
長
選
挙
、
市
川
俊
雄
氏
二
選

昭
和
61
年
3
月
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
完
成
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昭
和
62
年
5
月
白
子
町
歴
史
民
俗
資
料
室
運
営
開
始

12
月
千
葉
県
東
方
沖
地
震
発
生

昭
和
63
年
7
月
第
41
代
千
葉
県
議
会
議
長
に
酒
井
茂
氏
就
任

8
月
新
農
業
構
造
改
善
事
業
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
完
成

12
月
幸
治
地
先
産
業
道
路
（
県
道
飯
岡
一
宮
線
）
竣
工

平
成
元
年
1
月
白
子
温
泉
誕
生

2
月
「
白
子
風
土
記
」
発
刊

3
月
関
保
育
所
移
転
新
築

4
月
白
子
町
民
憲
章
碑
庁
舎
玄
関
前
に
建
立

5
月
町
長
選
挙
、
市
川
俊
雄
氏
三
選

平
成
2
年
2
月
第
1
回
九
十
九
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

10
月
町
営
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
開
始

10
月
町
の
花
に
「
ひ
ま
わ
り
」
を
制
定

12
月
白
子
町
名
誉
町
民
条
例
制
定

平
成
3
年
8
月
人
材
育
成
事
業　
第
1
回
海
外
派
遣
実
施

11
月
「
九
十
九
里
地
引
網
発
祥
の
地
記
念
碑
」
建
立

平
成
4
年
1
月
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
入
館
者
10
万
人
を
突
破

3
月
県
営
湛
水
防
除
事
業
白
子
第
２
地
区
（
白
潟
）
竣
工

4
月
南
白
亀
川
北
日
当
橋
竣
工

5
月
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
飯
給
食
に
導
入

8
月
「
白
子
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
99
」
開
催

9
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
第
１
期
工
事
竣
工

平
成
5
年
3
月
白
子
町
基
本
計
画
策
定

5
月
町
長
選
挙
、
林
和
雄
氏
当
選

7
月
郡
界
道
路
（
町
道
１
０
６
号
線
）
一
部
開
通

11
月
第
６
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
開
催

平
成
6
年
4
月
「
白
子
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」
開
催

4
月
ガ
ー
ベ
ラ
（
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培
）
温
室
完
成

11
月
第
1
回
「
白
子
カ
ッ
プ
」
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
開
催

平
成
7
年
2
月
合
併
40
周
年
記
念
式
典

2
月
長
野
県
小
谷
村
と
の
姉
妹
都
市
提
携

2
月
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
げ
ん
き
君
」
を
制
定

2
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
第
２
期
工
事
竣
工

3
月
町
民
サ
ッ
カ
ー
場
完
成

6
月
女
優
「
根
本
り
つ
子
さ
ん
」
1
日
町
長

7
月
「
第
1
回
南
白
亀
川
イ
カ
ダ
の
ぼ
り
競
争
」
開
催

12
月
12
月
元
県
議
会
議
長
・
元
町
長
酒
井
茂
氏
逝
去
、
町
民
葬
執
行

平
成
8
年
6
月
環
境
美
化
推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定

9
月
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
入
館
者
50
万
人
を
突
破

平
成
9
年
2
月
南
白
亀
川
イ
カ
ダ
の
ぼ
り
競
争　
県
優
良
施
策
表
彰

2
月
毎
日
新
聞
地
方
自
治
大
賞
を
受
賞

3
月
県
営
湛
水
防
除
事
業
白
子
第
１
地
区
（
南
白
亀
）
竣
工

5
月
長
生
郡
市
町
村
合
併
問
題
調
査
研
究
会
設
立

6
月
町
長
選
挙
、
林
和
雄
氏
再
選

11
月
白
子
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
文
部
大
臣
表
彰

平
成
12
年
１
月
白
子
町
が
全
国
町
村
会
か
ら
優
良
町
村
と
し
て
表
彰

３
月
白
子
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

３
月
白
子
町
の
緑
の
基
本
計
画
策
定

４
月
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

12
月
ガ
ス
事
業
所
の
球
形
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
を
衣
替
え

白
子
町
　
60
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
62
年
〜
平
成
26
年白子中学校屋内プール完成

南白亀保育所遊戯室改築

千葉きらめき総体

ふれあいセンター

平
成
10
年
４
月
白
子
町
第
三
次
総
合
計
画
「
し
ら
こ
ま
ち
夢
づ
く
り
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
策
定

９
月
白
子
町
交
通
安
全
条
例
を
制
定

10
月
白
子
町
少
年
野
球
場
完
成

12
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
第
３
期
工
事
竣
工

平
成
11
年
３
月
白
子
都
市
計
画
が
決
定

６
月
新
旭
橋
川
道
橋
完
成

６
月
宮
後
小
橋
竣
工

８
月
「
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
伝
達
式

８
月
天
然
ガ
ス
自
動
車
導
入

平
成
13
年
１
月
世
紀
越
え
イ
ベ
ン
ト
（
中
里
海
岸
）

２
月
「
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
」
県
優
良
施
策
表
彰
を
受
賞

５
月
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
北
消
防
署
新
庁
舎
完
成

５
月
「
白
子
た
ま
ね
ぎ
祭
り
」
開
催

５
月
町
長
選
挙
、
林
和
雄
氏
三
選

平
成
14
年
３
月
白
子
中
学
校
屋
内
プ
ー
ル
完
成

９
月
長
生
郡
市
合
併
問
題
協
議
会
設
立

平
成
15
年
３
月
新
旭
橋
（
県
道
飯
岡
一
宮
線
）
開
通

３
月
白
子
町
第
三
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

４
月
３
地
区
に
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

４
月
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
入
館
者
１
０
０
万
人
を
突
破

８
月
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
を
設
置

８
月
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
サ
ー
ビ
ス
開
始

10
月
町
道
１
０
１
号
線
道
路
改
良
整
備
工
事
竣
工
（
中
里
地
区
）

平
成
16
年
３
月
内
谷
川
松
潟
橋
架
け
替
え
工
事
竣
工

５
月
千
葉
な
の
花
県
民
会
議
開
催

平
成
17
年
２
月
白
子
町
50
周
年
記
念
式
典

２
月
内
谷
川
高
聖
橋
工
事
竣
工

５
月
町
長
選
挙
、
林
和
雄
氏
四
選

８
月
千
葉
き
ら
め
き
総
体
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
）
開
催

平
成
18
年
３
月
白
子
町
50
周
年
記
念
の
森
植
樹

４
月
学
校
２
学
期
制
施
行

平
成
19
年
４
月
国
民
宿
舎
白
子
荘
と
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

平
成
20
年
８
月
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
21
年
３
月
内
谷
川
市
場
橋
架
け
替
え
工
事
竣
工

４
月
白
子
町
小
中
学
校
連
携
教
育
実
施

５
月
町
長
選
挙
、
林
和
雄
氏
五
選

６
月
東
京
駅
行
き
高
速
バ
ス
運
行
開
始

平
成
22
年
４
月
白
子
産
芋
焼
酎
「
南
白
亀
」
発
売

９
月
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸
啓
で
御
来
町

９
月
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
）
開
催

９
月
ふ
る
さ
と
し
ら
こ
応
援
基
金
設
置

平
成
23
年
２
月
行
幸
啓
記
念
碑
建
立

２
月
白
子
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

３
月
東
日
本
大
震
災
発
生

８
月
町
営
ガ
ス
事
業
50
周
年

10
月
津
波
避
難
訓
練
実
施

平
成
24
年
３
月
白
子
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

７
月
長
野
県
小
谷
村
と
災
害
協
定
締
結

10
月
南
白
亀
保
育
所
遊
戯
室
改
築

11
月
白
子
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
25
年
５
月
町
長
選
挙
、
林
和
雄
氏
六
選

７
月
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付

平
成
26
年
４
月
役
場
庁
舎
で
休
日
開
庁
開
始

４
月
産
直
「
げ
ん
き
の
里
ひ
ま
わ
り
」
改
築

５
月
小
学
校
土
曜
ス
ク
ー
ル
開
講

７
月
煌
め
く
青
春
南
関
東
総
体
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
）
開
催

９
月
小
中
学
校
校
庭
芝
生
化
事
業
完
了

町営ガス50周年
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白白白子子子町町町の ・のの名 ・名名産・・特特特産

ガーベラ
町内の「ガーベラ団地」では、色鮮やかなガーベラの花摘みが体験できます（１０～５月）。
100種類以上のガーベラが、多彩な色で咲き乱れます。

白子産芋焼酎!!「南白亀」
遊休農地を活用して生産した「紅あずま」を原料とした、
芋焼酎「南白亀」はまろやかな口当たりで好評です。

白子流ブイヤベース
フランスの地中海地方の海鮮スープ料理で、世界
三大スープとして知られているブイヤベース。そ
のブイヤベースを白子町特産品のトマトと玉ねぎ
と青魚のつみれをふんだんに使い、白子流にアレ
ンジしたのが、新名物「白子流ブイヤベース」です。
白子町にある飲食店や宿泊施設では、和風、洋風、
中華風など、様々にアレンジされた「白子流ブイヤ
ベース」をお召し上がりいただけます。

ヨードで美肌!?
白子温泉
地下2,000mから天然ガスと一緒に上がってくる灌
水を温泉として利用している塩化物強塩泉。海のミ
ネラル分である「ヨード」を含み、肌や髪を美しく保つ
ともいわれ、「美肌の湯」としても知られ、切り傷・やけ
ど・疲労回復などに効果があるといわれています。

関の羅漢槙
千葉県指定天然記念物
関地区の雨宮家（旧板倉家）の庭内で大きな存在感を放つ「関の羅漢
槙」は昭和10年12月24日に千葉県の天然記念物に指定されました。
槇は千葉県の県木でもあります。（昭和41年制定）羅漢槙の脇にある
石碑（昭和38年建立）によると、樹齢800年以上、根周り約2.85ｍ、高
さ９ｍを超えると記述があり、県内有数の名木と言われています。

九十九里浜とマリンスポーツ
雄大な太平洋に面した白子町には、中里・古所・剃金の３つの海水浴場があり、約６ｋ
ｍにおよぶ海岸では、海水浴以外にもサーフィンやビーチバレー、スポーツカイトな
どの様々なマリンレジャーが楽しめます。白子町は九十九里地引網発祥の地でもあ
り、夏には観光地引網が行われ、伝統ある漁法を体験することができます。

おいしさ１番!!
白子たまねぎ
みずみずしくて甘いのが特徴の白子たまねぎ。水分が多く長期
の保存がきかないため、収穫時期（５月頃）限定の特産。たまねぎ
には血液をサラサラにする成分が含まれ、生で食べるのが最も
効果的といわれ、健康野菜としても人気があります。生産農家の
畑で収穫体験ができる「たまねぎ狩り」も好評です。

テニスの聖地!!
白子町
白子といえばテニスの町。３４０面のコートが集
団化する全国屈指のテニスリゾート。温暖な
気候で年間を通してプレーができるため、全
国規模の大会や合宿などで賑わっています。

しらこげんき君通り

白子町 60周年記念誌 白子町 60周年記念誌11 10



春

夏

秋

冬

4月4月
白子チューリップ祭り

9月9月
み～んなの交通安全まつり

11月11月
白子カップテニス・ソフトテニス大会

11月11月
文化祭

2月2月
しらこ桜祭り

温泉

7月7月
南白亀川

イカダのぼり大会

7月 8月7月 8月
観光地引網

5月5月
白子たまねぎ祭り

み～んなの交通安全まつりみ～んなの交通安全まつり

白子町 60周年記念誌 白子町 60周年記念誌13 12



姉妹都市交流姉妹都市交流

白子町40周年の記念事業として一般公募し、多数の応募作品
の中から白子町のシンボルキャラクターとして『げんき君』が
選ばれました。体は太陽と情熱の赤、髪の毛は九十九里浜の大
波を表し、足の黄色は町の花ひまわり、緑は町の木の黒松を表
現しています。元気いっぱいの男の子で、豊かな実りある町を
象徴したものです。誕生日は平成7年2月11日です。今年で20
歳となり、成人式にも出席しました。

　平成7年2月、町制40周年を記念して長野県小谷村と姉妹都市として締結し、今年で２０
周年を迎えます。小谷村は、白馬連峰を間近に望む豪雪地帯で、冬は大勢のスキー客で賑
わいます。また、標高約１，９００ｍに広がる栂池高原は初夏でも残雪が見られ、季節で表情
を変える絶景は、訪れる人を魅了します。小谷村とは毎年、春には塩の道まつり（小谷村）、
夏にはイカダのぼり（白子町）、冬にはスキー教室（小谷村）と親睦を深めています。また、
小谷村の小学生も修学旅行で白子町に訪れ、町内小学生と交流しています。平成24年に
は災害協定も調印され、今後も末永いパートナーであり続けるでしょう。

白子町 60周年記念誌 白子町 60周年記念誌15 14



絵　画

キバナコスモスと白子神社
白潟小学校 6年　日下部　瑠夏

うんどうかいがんばるぞ
白潟小学校 1年　板倉　みづき

森の仲間
関小学校 6年　岡本　知聡

大きなししまい
関小学校 1年　鵜澤　樹里

虫と人間は友だち
南白亀小学校 2年　濱川　詩音

木漏れ日
白子中学校 3年　糸山　摩依

かごからあふれる美しい花
関小学校 6年　大塚　梨乃

空にとんでるくじらぐも
南白亀小学校 1年　渡邉　悠惺

鞠
白子中学校 2年　黒川　梨穂

千葉県愛鳥週間作品コンクール
優秀賞（知事賞）

関小学校５年（受賞当時）
大多和　薫乃

第 59回こども県展
特別賞（千葉県教育長賞）

関小学校４年
石井　優樹

国土緑化運動・育樹運動ポスター
原画コンクール

準特選（林野庁長官賞）
南白亀小学校４年
向後　岬輝

賞

白子町 60周年記念誌 白子町 60周年記念誌17 16



書　道

南白亀小学校４年
薄葉　汐音

関小学校３年
髙橋　怜

南白亀小学校５年
長島　沙耶香

関小学校６年
小川　春希

関小学校６年
野口　真優

白子中学校３年
今井　萌紅

白子中学校３年
内山　梓沙

白潟小学校３年
宗嶋　穂乃華

白潟小学校６年
牧野　百々香

白潟小学校４年
黒木　翼

作　文

　
　

今
年
も
と
れ
た
よ
、
白
子
町
の
た
ま
ね
ぎ

白
潟
小
学
校　

二
年　

相
内　

瑞
生

　
「
わ
あ
、
こ
ん
な
に
大
き
い
。」「
あ
ま
い
の
、
で

き
て
る
か
な
あ
。」
友
だ
ち
も
、
う
れ
し
そ
う
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
た
ま
ね
ぎ
の
し
ゅ
う
か
く
さ

い
。
わ
た
し
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
学
校
の
畑
に

つ
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
ま
い
年
秋
に
な
え
を

う
え
て
、五
月
に
し
ゅ
う
か
く
を
し
ま
す
。の
う
ぎ
ょ

う
し
の
み
な
さ
ん
が
う
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
せ
わ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
を
は
ず
す
と
、
大
き
な
た
ま
ね
ぎ
が
、
た

く
さ
ん
土
か
ら
顔
を
見
せ
ま
す
。「
土
の
中
は
も
う

あ
き
た
よ
。」「
早
く
し
ゅ
う
か
く
し
て
。」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
手
で
少
し
ほ
っ
て
ゆ
び
を
チ
ョ

キ
に
し
て
た
ま
ね
ぎ
の
下
に
入
れ
、
か
る
く
も
ち
上

げ
る
と
、
か
ん
た
ん
に
と
れ
ま
す
。

　

と
れ
た
た
ま
ね
ぎ
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
お
み
そ
し

る
に
し
ま
す
。
と
て
も
あ
ま
く
て
大
す
き
で
す
。
日

本
一
の
た
ま
ね
ぎ
。
わ
た
し
た
ち
の
自
ま
ん
で
す
。

白潟小学校 2年　相内　瑞生

　
　

私
の
好
き
な
白
子
町
の
風

白
潟
小
学
校　

五
年　

田
邉　

未
乃
和

　

風
が
ス
イ
セ
ン
の
に
お
い
を
運
ん
で
く
る
。
も
う

す
ぐ
春
。
家
の
庭
に
立
つ
と
、
私
は
い
つ
も
風
を
感

じ
る
。
す
ず
し
く
ほ
ほ
を
く
す
ぐ
る
風
。
あ
た
た
か

く
体
を
つ
つ
む
風
。さ
わ
や
か
な
に
お
い
の
す
る
風
。

潮
の
か
お
り
の
風
。
私
は
、
こ
こ
白
子
町
に
ふ
い
て

い
る
風
に
、
何
度
も
い
や
さ
れ
て
き
た
。

　

白
子
町
の
ど
こ
が
一
番
好
き
？
と
聞
か
れ
た
ら
、

私
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
と
あ
ふ
れ
る
笑
顔
を
迷
わ

ず
挙
げ
た
い
。
例
え
ば
、
友
達
と
け
ん
か
し
た
時
風

に
当
た
り
、
風
景
を
み
て
い
る
と
自
分
か
ら
謝
ま
り

た
い
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
心
が
晴
れ
る
。

ま
た
、
登
下
校
中
に
急
い
で
い
て
も
車
を
と
め
て
く

れ
た
り
、
温
か
く
私
達
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
す

る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
町
の
み
な
さ
ん
の
親
切
さ

の
お
か
げ
で
、
私
達
は
笑
顔
で
い
ら
れ
る
の
だ
。

　

青
い
海
と
緑
と
心
を
い
や
し
て
く
れ
る
風
。
子
ど

も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
町
。
私
も
多
く
の
人

を
助
け
る
活
動
を
し
て
町
を
も
っ
と
明
る
く
し
た

い
。

白潟小学校 5年　田邉　未乃和

　
　

主
体
的
に
か
か
わ
る
町
づ
く
り

関
小
学
校　

六
年　

内
山　

慶
依
子

　

十
一
月
に
「
町
長
さ
ん
と
語
る
会
」
が
あ
っ
た
。

友
達
と
話
し
合
っ
て
、
①
海
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
さ
い
②
白
子
の
食
材
で
Ｂ
級
グ
ル
メ
③
安
全
に

下
校
す
る
た
め
の
街
灯
設
置
④
文
ぼ
う
具
店
や
本
屋

の
じ
ゅ
う
実
、
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
当

日
、町
長
さ
ん
は
一
つ
一
つ
の
提
案
を
真
剣
に
聞
き
、

「
そ
れ
は
い
い
ね
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
ま
ね
ぎ
ア
イ

ス
が
あ
る
こ
と
。
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
が
さ
か
ん
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
げ
ん
き
君
」
は
現
在
二
十
歳
、
白
子
町
を
全
身
で

表
し
て
い
る
こ
と
…
。
私
は
、「
ト
マ
ト
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
も
お
も
し
ろ
い
な
。」
と
思
っ
た
。

　

白
子
町
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
知
ら
な
い
こ
と
が

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
町

の
未
来
を
話
す
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。
私
は
こ
れ

か
ら
も
白
子
町
の
こ
と
を
考
え
続
け
て
い
き
た
い
。

関小学校 6年　内山　慶依子

　
　

テ
ニ
ス
の
町
「
白
子
」
で

関
小
学
校　

六
年　

野
口　

稜
介

　
「
将
来
は
テ
ニ
ス
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
！
」

　

三
年
前
、
僕
は
友
達
に
さ
そ
わ
れ
テ
ニ
ス
を
始
め

た
。
家
族
も
応
援
し
て
く
れ
た
。
母
は
白
子
町
出
身

で
関
東
大
会
ま
で
出
場
し
た
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

だ
。

　

白
子
町
は
三
百
面
以
上
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
持

ち
、
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
開
か
れ
た
。
ま
た
、

宿
泊
施
設
も
充
実
し
て
い
て
、
大
学
生
の
合
宿
な
ど

で
大
勢
の
人
が
集
ま
る
。
試
合
の
様
子
を
見
て
い
る

と
、
一
球
一
球
真
剣
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
姿
、
声
が
か

れ
る
ま
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
に
、
と
て
も
感
動
す

る
。

　

僕
も
試
合
に
臨
む
と
き
は
、と
て
も
緊
張
す
る
が
、

思
っ
た
通
り
の
球
が
打
て
た
り
、
ペ
ア
の
人
と
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
た
り
す
る
と
と
て
も

気
持
ち
が
い
い
。
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
は
最
高
だ
。

　

僕
は
こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
く
。
も
っ

と
も
っ
と
上
手
に
な
っ
て
活
や
く
し
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
テ
ニ
ス
を
通
し
て
経
験
し
た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

関小学校 6年　野口　稜介

　
　

海
を
愛
す
る
心
と
は

白
子
中
学
校　

二
年　

德
若　

宏
樹

　

白
子
町
に
は
海
が
あ
り
、
県
外
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。

　

僕
は
こ
の
白
子
町
の
海
が
大
好
き
で
す
。
夏
に
は
海
水
浴

が
楽
し
め
る
し
、
観
光
地
引
き
網
も
で
き
ま
す
。
そ
う
、
僕

が
好
き
な
の
は
、
海
が
近
く
に
あ
る
の
で
い
つ
で
も
観
光
気

分
を
味
わ
え
る
か
ら
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
海
が
あ
る
こ

と
で
「
こ
の
町
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

白
子
の
海
は
地
域
の
人
か
ら
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
地
域
で
は
、「
ゴ
ミ
０
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
て
、

白
子
中
学
校
で
も
生
徒
全
員
で
行
う
「
海
岸
清
掃
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
人
達
が
白
子
の
海
を
大
切
に
し
、

何
よ
り
愛
し
て
い
る
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
白

子
の
海
は
き
れ
い
に
さ
れ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、
白
子
の
海
に
対
し
て
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
海
の
近
く
で
あ
る
町
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
潮
風

と
波
の
音
が
好
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
自
分
の
家
の
窓
を
開
け
る
と
潮
風
が
吹
い
て
き

ま
す
。
こ
の
時
に
感
じ
る
潮
風
の
冷
た
さ
や
独
特
な
香
り
が

好
き
で
す
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
空
気
は
と
て
も
澄
ん
で
い

る
よ
う
で
、
深
呼
吸
を
す
る
と
落
ち
着
き
ま
す
。
波
の
音
に

つ
い
て
は
慣
れ
て
い
る
の
で
普
段
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
。

で
も
意
識
し
て
聞
い
て
み
る
と
、
迫
力
の
あ
る
大
き
な
音
が

聞
こ
え
ま
す
。
こ
の
波
の
音
を
聞
く
と
、
そ
の
時
々
に
よ
っ

て
様
々
な
感
情
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

「
こ
こ
は
白
子
町
。
自
分
の
ふ
る
さ
と
な
ん
だ
な
あ
。」
と
、

改
め
て
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
海
の
潮
風
や
波
の
音
こ
そ
が
僕
の
ふ
る
さ
と
の
思
い

出
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
自
分
の
ふ
る
さ

と
が
こ
こ
で
よ
か
っ
た
。」と
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
海
を
愛
し
、

誇
り
に
思
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

白子中学校 2年　德若　宏樹

　
　

自
慢
の
南
白
亀
小
学
校

南
白
亀
小
学
校　

六
年　

久
我　

英
壱

　

ぼ
く
の
通
う
南
白
亀
小
に
は
、
み
ん
な
に
自
慢
で

き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
学
校
の
敷
地
内
に
は
、
多
く
の
自
然

が
あ
る
こ
と
で
す
。
春
先
に
な
る
と
グ
ラ
ン
ド
の
芝

生
が
一
面
緑
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
校
庭
に
あ
る

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
カ
ナ
リ
ー
ヤ
シ
が
こ
こ
ち
よ
い

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
い
つ
も
ぼ
く
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
寒
い
朝
に
は
、
き
れ
い
な

富
士
山
も
見
え
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
友
だ
ち
み
ん
な
が
優
し
く
て
毎
日
を

楽
し
く
過
ご
し
、
困
っ
た
時
は
、
お
互
い
声
を
掛
け

合
い
助
け
合
え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
ぼ
く
た
ち
の
登
下

校
の
時
に
、「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」
と
声
を
掛

け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ
も
ぼ
く
た
ち
の
こ

と
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
ぼ

く
た
ち
の
自
慢
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
慢
の
学
校
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

南白亀小学校 6年　久我　英壱

　
　

わ
た
し
の
好
き
な
白
子
町

南
白
亀
小
学
校　

三
年　

片
岡　

か
ん
な

　

わ
た
し
は
、
白
子
町
の
玉
ね
ぎ
が
大
好
き
で
す
。

そ
れ
は
、
白
子
町
の
玉
ね
ぎ
は
、
他
の
所
で
と
れ
た

玉
ね
ぎ
よ
り
あ
ま
く
て
お
い
し
い
か
ら
で
す
。
白
子

町
で
は
、
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
を
ワ
イ
ン
や
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
ア
イ
ス
な
ど
に
か
え
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
料

理
に
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
白
子
町
の
玉
ね
ぎ
の
お
い
し
さ
を
多
く

の
人
に
広
げ
る
た
め
に
、
玉
ね
ぎ
ま
つ
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
々
大
ぜ
い
の
人
が
白
子
町
に
や
っ
て

来
る
の
は
、
白
子
町
の
玉
ね
ぎ
を
一
度
食
べ
た
だ
け

で
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

白
子
町
の
玉
ね
ぎ
を
食
べ
た
人
な
ら
、
玉
ね
ぎ
が
苦

手
な
人
も
す
ぐ
大
好
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
が
大
人
に
な
っ
た
こ
ろ
に
は
、
わ
た
し
の

ふ
る
さ
と
白
子
町
の
玉
ね
ぎ
が
、
世
界
中
の
人
た
ち

に
届
け
ら
れ
、
食
べ
た
人
た
ち
み
ん
な
が
え
が
お
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、わ
た
し
の
大
き
な
夢
で
す
。

南白亀小学校 3年　片岡　栞愛
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